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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品を上下方向に積み上げて収納する商品通路を形成する左右に対向した側板と、前記
側板間に形成された前記商品通路の下端に商品を払い出す商品搬出装置と、前記商品搬出
装置と対向して設けられる通路規制板と、商品投入口から前記商品通路の上端まで商品を
案内する投入商品案内板と、前記投入商品案内板が前記側板間に係止可能となるガイド棒
を有するものにおいて、前記投入商品案内板が前後方向に移動するように前記ガイド棒が
前記側板に設けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に構成され、前記ガイド棒の両端に形成
された径大部は前記略Ｕ字形状溝よりも径が大きく、前記ガイド棒は前記略Ｕ字形状溝の
内縁部を弾性変形させながら前記径大部を挿入して移動可能に構成したことを特徴とする
自動販売機の商品収納装置。
【請求項２】
　ガイド棒を円筒状の板材で形成し、前記ガイド棒の両端面を外径方向に広げて加工形成
したことを特徴とする請求項１に記載の自動販売機の商品収納装置。
【請求項３】
　両端の径大部と中央部径との間に商品通路側に向かって小さくなっていくテーパを設け
たことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の自動販売機の商品収納装置。
【請求項４】
　投入商品案内板の略両左右端の下方に商品投入口から商品通路に向いて設けられたＬ字
形状の切起しと、前記Ｌ字形状の切起しと前記ガイド棒が係止され、前記投入商品案内板
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が前後方向に移動するようにガイド棒が側板に設けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に構
成されたものにおいて、前記投入商品案内板の前記Ｌ字形状の切起しの先端を商品通路に
向けて曲げた先端曲げ部を構成したことを特徴とする請求項１に記載の自動販売機の商品
収納装置。
【請求項５】
　投入商品案内板の略両左右端の下方に商品投入口から商品通路に向いて設けられたＬ字
形状の切起しと、前記Ｌ字形状の切起しと前記ガイド棒が係止され、前記投入商品案内板
が前後方向に移動するようにガイド棒が側板に設けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に構
成されたものにおいて、前記投入商品案内板の前記Ｌ字形状の切起しの根元を商品通路に
向けて曲げた根元曲げ部を構成したことを特徴とする請求項１に記載の自動販売機の商品
収納装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、缶、瓶商品またはＰＥＴ容器の商品を販売する自動販売機の商品収納装置に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の自動販売機の商品収納装置は、本体内部にサーペンタイン式の商品通路
が前後方向に複数列設けられており、その商品通路には、缶、瓶またはＰＥＴ容器などの
商品が横になった状態で縦列に収納され、これらの商品は商品通路の下端に設けられた商
品搬出装置によって、販売指令にもとづいて販売されるようになっている（例えば、特許
文献１参照）。
【０００３】
　図１０は特許文献１に記載された従来の自動販売機の商品収納装置を示すものである。
図１１は特許文献１に記載された従来の自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部の
斜視分解図である。
【０００４】
　図１０、図１１に示すように、商品の側面を水平にして商品を上下方向に収納する商品
通路１と、商品通路１を形成する左右に対向する２つの側板２と、側板２間に形成される
商品通路１の下端に商品を１本ずつ払い出す商品搬出装置３と、商品通路１を挟んで通路
規制板４と、商品通路１の上端に商品を入れる商品投入口５と、商品投入口５から入れら
れた商品を商品通路１に案内するために設けられた投入商品案内板６が配置されている。
【０００５】
　投入商品案内板６を支持するガイド棒７の両端面にフランジ部８が形成され、側板２に
は挿通穴９に連通するスリット状の切り込み１０ａにより弾性変形部１０が形成され、弾
性変形部１０からガイド棒７の両端のフランジ部８を挿入し、挿通穴９の商品通路１外に
フランジ部８がくるように取り付けられる。
【０００６】
　投入商品案内板６とガイド棒７の係合は、投入商品案内板６の平面に略平行に組み付け
られるＬ字状の弾性部材１１と、弾性部材１１と対向する位置で弾性部材１１が係合する
ガイド棒７を受けるように投入商品案内板６に設けられる凹溝１２とで構成され、弾性部
材１１の弾性力を利用して、凹溝１２内に嵌入固定される。
【０００７】
　以上のように構成された自動販売機の収納装置について、以下その設定を説明する。
【０００８】
　太い商品を収容する際は、投入商品案内板６の前方を持ち、側板２の挿通穴９内のガイ
ド棒７を手前に移動し、投入商品案内板６の後端と商品通路１間の寸法を大きく設定する
。また、細い商品を収容する際は、投入商品案内板６の前方を持ち、側板２の挿通穴９内
のガイド棒７を奥に移動し、投入商品案内板６の後端と商品通路１間の寸法を小さく設定
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する。
【特許文献１】特開２００１－２３０２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記従来の構成では、投入商品案内板６を設定する際、ガイド棒７のフ
ランジ部８が挿入される弾性変形部１０から挿通穴９に連通される部分にガイド棒７が入
り込んでしまい設定がスムーズにできない、また、入り込んだまま、設定を進めるとガイ
ド棒７が弾性部材１１を押し広げて投入商品案内板６が外れてしまうという課題を有して
いた。
【００１０】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、投入商品案内板がガイド棒と外れること
なくスムーズに設定をすることができる構成の自動販売機の商品収納装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記従来の課題を解決するために、本発明の自動販売機の商品収納装置は、商品を上下
方向に積み上げて収納する商品通路を形成する左右に対向した側板と、前記側板間に形成
された前記商品通路の下端に商品を払い出す商品搬出装置と、前記商品搬出装置と対向し
て設けられる通路規制板と、商品投入口から前記商品通路の上端まで商品を案内する投入
商品案内板と、前記投入商品案内板が前記側板間に係止可能となるガイド棒を有するもの
において、前記投入商品案内板が前後方向に移動するように前記ガイド棒が前記側板に設
けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に構成され、前記ガイド棒の両端に形成された径大部
は前記略Ｕ字形状溝よりも径が大きく、前記ガイド棒は前記略Ｕ字形状溝の内縁部を弾性
変形させながら前記径大部を挿入して移動可能に構成したものである。
【００１２】
　これによって、略Ｕ字形状溝の内縁部を弾性変形させながらガイド棒を配置することで
、略Ｕ字形状溝内に引っ掛りがなく投入商品案内板がガイド棒と外れることなくスムーズ
に設定をすることができる。
【００１３】
　また、ガイド棒を円筒状の板材で形成し、ガイド棒の両端面を外径方向に広げて大きく
加工形成したことで、使用材料の削減ができ、かつ、投入商品案内板がガイド棒と外れる
ことなくスムーズに設定をすることができる。
【００１４】
　また、ガイド棒の両端の径大部と中央部径との間に商品通路側に向かって小さくなって
いくテーパを設けたことで、略Ｕ字形状溝端面に引っ掛ることなくスムーズに設定をする
ことができる。
【００１５】
　また、投入商品案内板の略両左右端の下方に商品投入口から商品通路に向いて設けられ
たＬ字形状の切起しと、前記Ｌ字形状の切起しとガイド棒が係止され、前記投入商品案内
板が前後方向に移動するようにガイド棒が側板に設けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に
構成されたものにおいて、前記投入商品案内板の前記Ｌ字形状の切起しの先端を商品通路
に向けて曲げた先端曲げ部を構成したことで、側板に設けた略Ｕ字形状溝とＬ字形状の切
起しの先端が引っ掛ることなくスムーズに設定をすることができる。
【００１６】
　また、投入商品案内板の略両左右端の下方に商品投入口から商品通路に向いて設けられ
たＬ字形状の切起しと、前記Ｌ字形状の切起しとガイド棒が係止され、前記投入商品案内
板が前後方向に移動するようにガイド棒が側板に設けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に
構成されたものにおいて、前記投入商品案内板の前記Ｌ字形状の切起しの根元を商品通路
に向けて曲げた根元曲げ部を構成したことで、側板に設けた略Ｕ字形状溝とＬ字形状の切
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起しの先端が引っ掛ることなくスムーズに設定をすることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の自動販売機の商品収納装置によれば、投入商品案内板の前後の設定の際にガイ
ド棒が略Ｕ字形状溝内で引っ掛ることがないので、投入商品案内板がガイド棒と外れるこ
となくスムーズに設定をすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　請求項１に記載の発明は、商品を上下方向に積み上げて収納する商品通路を形成する左
右に対向した側板と、前記側板間に形成された前記商品通路の下端に商品を払い出す商品
搬出装置と、前記商品搬出装置と対向して設けられる通路規制板と、商品投入口から前記
商品通路の上端まで商品を案内する投入商品案内板と、前記投入商品案内板が前記側板間
に係止可能となるガイド棒を有するものにおいて、前記投入商品案内板が前後方向に移動
するように前記ガイド棒が前記側板に設けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に構成され、
前記ガイド棒の両端に形成された径大部は前記略Ｕ字形状溝よりも径が大きく、前記ガイ
ド棒は前記略Ｕ字形状溝の内縁部を弾性変形させながら前記径大部を挿入して移動可能に
構成したことにより、外れることなくスムーズに設定をすることができる。
【００１９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、ガイド棒を円筒状の板材で
形成し、前記ガイド棒の両端面を外径方向に広げて大きく加工形成したことにより、使用
材料が削減でき、かつ、順送プレス加工などによる製造コスト削減がはかれ、外れること
なくスムーズに設定をすることができる。
【００２０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載の発明において、両端の径大
部と中央部径との間に商品通路側に向かって小さくなっていくテーパを設けたことにより
、外れることなくスムーズに設定をすることができる。
【００２１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、投入商品案内板の略両左右
端の下方に商品投入口から商品通路に向いて設けられたＬ字形状の切起しと、前記Ｌ字形
状の切起しとガイド棒が係止され、前記投入商品案内板が前後方向に移動するようにガイ
ド棒が側板に設けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に構成されたものにおいて、前記投入
商品案内板の前記Ｌ字形状の切起しの先端を商品通路に向けて曲げた先端曲げ部を構成し
たことで、組立時には側板に引っ掛ることなく簡易に取り付けられ、かつ、設定時には前
記側板に設けた略Ｕ字形状溝とＬ字形状の切起しの先端が引っ掛ることなくスムーズに設
定をすることができる。
【００２２】
　請求項５に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、投入商品案内板の略両左右
端の下方に商品投入口から商品通路に向いて設けられたＬ字形状の切起しと、前記Ｌ字形
状の切起しとガイド棒が係止され、前記投入商品案内板が前後方向に移動するようにガイ
ド棒が側板に設けた略Ｕ字形状溝に沿って移動可能に構成されたものにおいて、前記投入
商品案内板の前記Ｌ字形状の切起しの根元を商品通路に向けて曲げた根元曲げ部を構成し
たことで、組立時には側板に引っ掛ることなく簡易に取り付けられ、かつ、設定時には前
記側板に設けた略Ｕ字形状溝とＬ字形状の切起しの先端が引っ掛ることなくスムーズに設
定をすることができる。
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２４】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における自動販売機の商品収納装置の斜視図である。図
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２は、同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部構成の断面図
である。図３は、同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部構
成の要部斜視分解図である。図４は、同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の
投入商品案内板部構成の要部下方斜視図である。図５は、同実施の形態における自動販売
機の商品収納装置のガイド棒の略Ｕ字形状溝への取り付けの際の要部断面図である。図６
は、同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板の取り付けの際の
要部断面図である。図７は、同実施の形態における三角切起しの要部斜視図である。図８
は同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部構成の詳細断面図
である。図９の（ａ）は同実施の形態におけるＬ字形状の切起しの先端曲げ部の要部斜視
図、（ｂ）は同実施の形態におけるＬ字形状の根元曲げ部の要部斜視図である。
【００２５】
　図１から図９において、商品収納装置は、側板２間に上下方向に蛇行したサーペンタイ
ン式の商品通路１を前後方向に複数列形成し、各商品通路１の下端には商品通路１を挟ん
で商品搬出装置３と通路規制板４が設けられている。
【００２６】
　商品通路１の上方には、前方から商品を入れる商品投入口５と、商品投入口５から入れ
られた商品を商品通路１に案内するために商品通路１に向かって傾斜し、略側板２と密接
するように上方に凸となるよう断面が略コの字曲げで形成される投入商品案内板６が配置
されている。
【００２７】
　投入商品案内板６は、商品通路１の上端前方の側板２間に略水平に設けたピン１３と、
商品投入口５近傍の左右側板２に設けられた略Ｕ字形状溝１４内を移動可能に略水平に設
けたガイド棒７の上に設置され、ピン１３上を前後移動可能で上方に外れないように投入
商品案内板６の下方に略平行になるようＺ曲げ１５が設けられ、ガイド棒７を側板２に略
密接するように商品投入口５から商品通路１に向いて設けたＬ字形状の切起し１６と左右
Ｌ字形状の切起し１６間に設けた下方に商品通路１から商品投入口５にむけて凸形状が大
きくなっていく三角切起し１７の間に嵌入固定されるように設けることで、略Ｕ字形状溝
１４内をガイド棒７が移動し、前後に投入商品案内板６が設定できるよう構成される。
【００２８】
　ガイド棒７は薄肉板を円筒状に加工形成したもので、さらに、長手方向の両端部を両端
から略３ｍｍ程度の位置から外周方向に径が大きくなるように略６０°のテーパが付いた
径大部７ａを形成し、左右側板２に設けられた略Ｕ字形状溝１４を弾性変形させながら、
商品通路１側より挿入し、両端の径大部７ａが側板２の商品通路１外に位置するよう構成
される。
【００２９】
　また、図９（ａ）に示すように、投入商品案内板６のＬ字形状の切起し１６の先端が側
板２の反対側（商品通路側）に向くように略５°程度曲げられた先端曲げ部１６ａを構成
している。
【００３０】
　なお、図９（ｂ）に示すように、投入商品案内板６のＬ字形状の切起し１６の先端が側
板２の反対側（商品通路側）に向くように略５°程度曲げられた根元曲げ部１６ｂを構成
してもよい。
【００３１】
　以上のように構成された自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板６について、以下
その組立を説明する。
【００３２】
　ガイド棒７は左右側板２に設けられた略Ｕ字形状溝１４の折返し部１４ａにガイド棒７
の両端の径大部７ａを当接しながら略Ｕ字形状溝１４の内縁部１４ｂを弾性変形させ、商
品通路１側より挿入し、両端の径大部７ａが側板２の商品通路１外に位置するよう取り付
けられる。
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【００３３】
　投入商品案内板６はＺ曲げ１５内にピン１３が位置するように前方より挿入し、そして
、ガイド棒７を三角切起し１７とＬ字形状の切起し１６に当接させながらさらに挿入して
いき、投入商品案内板６の平面部６ａの弾性変形を利用し、三角切起し１７を上方に撓ま
せて三角切起し１７とＬ字形状の切起し１６間に嵌入され組み付けられる。
【００３４】
　また、以上のように構成された自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板６について
、以下その設定を説明する。
【００３５】
　太い商品を収容する際は、投入商品案内板６の前方を持ち、側板２の略Ｕ字形状溝１４
内のガイド棒７を手前に移動し、投入商品案内板６の後端と商品通路１間の寸法を大きく
設定する。また、細い商品を収容する際は、投入商品案内板６の前方を持ち、側板２の略
Ｕ字形状溝１４内のガイド棒７を奥に移動し、投入商品案内板６の後端と商品通路１間の
寸法を小さく設定する。この設定において、略Ｕ字形状溝１４をガイド棒７の少し大きめ
の全長同一幅で設定動作途中に余分な引っ掛りなく構成したことで設定動作がスムーズに
実施できる。
【００３６】
　以上のように本実施の形態においては、側板２の略Ｕ字形状溝１４にガイド棒７の両端
の径大部７ａが商品通路１側から略Ｕ字形状溝１４部を弾性変形させながら挿入し、側板
２の商品通路１外に位置するように構成したことにより、投入商品案内板６の設定動作途
中に余分な引っ掛り箇所がなく、設定がスムーズに実施できる。
【００３７】
　また、本実施の形態において、ガイド棒７を円筒状の板材で形成し、ガイド棒７の両端
面を外径方向に広げて大きく加工形成したもので構成したことにより、使用材料が削減で
き、かつ、順送プレス加工等により安価で製造が可能で、大幅なコスト削減が図れる。
【００３８】
　また、本実施の形態において、ガイド棒７の両端の径大部７ａと中央部径との間を商品
通路１側に向かって小さくなっていく略６０°のテーパを設けたことにより、投入商品案
内板６の設定の際に略Ｕ字形状溝１４の端面との引っ掛りがなくスムーズに設定できる。
【００３９】
　また、本実施の形態において、投入商品案内板６にＬ字形状の切起し１６を設けている
が、さらに、前記Ｌ字形状の切起し１６の先端が側板２の反対側（商品通路側）に向かっ
て略５°程度曲げられた先端曲げ部１６ａを構成することで、投入商品案内板６の組立時
、及び、太いまたは細い商品を収容する際の設定時に、側板２に設けた略Ｕ字形状溝１４
と前記Ｌ字形状の切起し１６の先端が引っ掛りなくスムーズに設定することができる。
【００４０】
　また、本実施の形態において、投入商品案内板６にＬ字形状の切起し１６を設けている
が、さらに、前記Ｌ字形状の切起し１６の根元が側板２の反対側（商品通路側）に向かっ
て略５°程度曲げられた根元曲げ部１６ｂを構成することで、投入商品案内板６の組立時
、及び、太いまたは細い商品を収容する際の設定時に、側板２に設けた略Ｕ字形状溝１４
と前記Ｌ字形状の切起し１６の先端が引っ掛りなくスムーズに設定することができる。
【００４１】
　なお、前記Ｌ字形状の切起し１６の先端に先端曲げ部１６ａを設け、さらにＬ字形状の
切起し１６の根元に根元曲げ部１６ｂを設けてもよい。これにより、さらにスムーズに設
定することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　以上のように本発明にかかる飲料自動販売機は多種類の缶飲料やペット飲料の自動販売
機に対応でき商品収納装置の品質を向上させた自動販売機を提供できる。
【図面の簡単な説明】
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【００４３】
【図１】本発明の実施の形態１における自動販売機の商品収納装置の斜視図
【図２】同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部構成の断面
図
【図３】同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部構成の要部
斜視分解図
【図４】同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部構成の要部
下方斜視図
【図５】同実施の形態における自動販売機の商品収納装置のガイド棒の略Ｕ字形状溝への
取り付けの際の要部断面図
【図６】同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板の取り付けの
際の要部断面図
【図７】同実施の形態における三角切起しの要部斜視図
【図８】同実施の形態における自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部構成の詳細
断面図
【図９】（ａ）同実施の形態におけるＬ字形状の切起しの先端曲げ部の要部斜視図（ｂ）
同実施の形態におけるＬ字形状の根元曲げ部の要部斜視図
【図１０】従来の自動販売機の商品収納装置を示す図
【図１１】従来の自動販売機の商品収納装置の投入商品案内板部の斜視分解図
【符号の説明】
【００４４】
　１　　商品通路
　２　　側板
　３　　商品搬出装置
　４　　通路規制板
　５　　商品投入口
　６　　投入商品案内板
　７　　ガイド棒
　７ａ　　径大部
　１４　　略Ｕ字形状溝
　１６　　Ｌ字形状の切起し
　１６ａ　先端曲げ部
　１６ｂ　根元曲げ部
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